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図表 １ ● イ ン タ ーネ ッ トの普及状況 
 

図表2●進路指導教諭の 
　　　  イ ン タ ーネ ッ ト 利用状況 

 

※総務省 「 平成15年通信利用動向調査 」 か ら 
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図表3●サイ バ ー犯罪 の検挙件数 
 ※警察庁調 べ 
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コミュニケーションの手法やビジネスマナーなど、社会人として必須の知識を学ぶ。
健康管理法の知識と生活習慣病、運動処方、救急処置などについて学ぶ。
ブラウザ・メーラの設定、Webコンテンツ製作等を.com Master資格に従い進める。
セキュリティ技術に関して、各分野の技術を分かりやすく紹介してゆく。
CompTIA Securty＋認定資格に沿ったセキュリティ技術を学ぶ。
ハッカー・クラッカーが行う不正アクセスの手法を実際に説明すること
で、その対策を学ぶ。
暗号化・認証技術を具体的な例をもとに、その仕組みを学ぶ。
ウィルスの仕組みやウィルスに対する対策を学ぶ。
セキュリティ診断、LANアナライザーなどのネットワークセキュリティ
対策を実施しながら学ぶ。
セキュリティマネジメントの国際基準ISO17799やISMSにもとづく
ポリシーの策定について学ぶ。
VeriSign社のPKI・電子署名に関する実習。
Symantec AntiVirusサーバーおよびクライアント、管理ツールの利
用方法などを学ぶ。
Symantec Client Firewallクライアントの設定方法、ポリシー配布方法
などを学ぶ。
新カリキュラムの「FNS」でファイヤウォールの高度な設定を学ぶ。
ネットワークの設計・構築のための基礎技術を中心にネットワークコン
ポーネントの基礎を学ぶ。
実際にルーターを使用して、基本的なルーター設定方法とルーティングを学ぶ。
LANスイッチやルーター、アクセス制御など実践的な技術とWANの設
計方法を学ぶ。
インターネットで使用される技術に関して「.com Master★／★★」に
沿った内容を学ぶ。
プロバイダーやWAN技術に関して、「.com Master★／★★」に沿っ
た内容を学ぶ。
ネットワークにおける基本診断コマンド群や流れるデータの各種ヘッダ
ー解析を行う。
TCP/IPのプロトコルに関して、ヘッダー形式、通信シーケンス等を学ぶ。
高度なルーティングプロトコルやVLANに関してセキュリティと設計・
運用の観点から学ぶ。
WAN間接続やトラブルシュートに関してセキュリティと設計・運用の
観点から学ぶ。
コンピュータの技術や理論、情報処理に関しての基礎、「.com Master
★」の内容に沿って学ぶ。
Linuxを使用して、ファイルシステムの構成や基本コマンドを中心に、
OSの基本的機能を学ぶ。
Linuxを使用してサーバーの基本操作や理論を「LPI101」に沿って学ぶ。
Linuxを使用してサーバーの基本操作や理論を「LPI102」に沿って学ぶ。
Linuxを使用してサーバーの構築方法や理論を「LPI201」に沿って学ぶ。
Linuxを使用してサーバーの構築方法や理論を「LPI202」に沿って学ぶ。
PCの組立・改造方法やOSインストール方法等を実際に体験しながら学ぶ。
サーバーでも使用される、PCの構造や各機能について学ぶ。
コンピュータシステム開発に必要な分析・設計・運用手法を学ぶ。
経営・財務・法規の観点からコンピュータ導入・運用方法を学ぶ。
オフィスで広く使用されているWindowsOSに対するセキュリティ対策
について学ぶ。
オフィスで広く使用されているWindowsOSによるネットワーク構築方法を学ぶ。
プログラミング等で必要になる、アルゴリズムに関してC言語を通して学ぶ。
Ｃ言語で基本的なプログラミングが出来るように文法と手法を学ぶ。
基本的な暗号化ソフトを作成し、暗号の考え方を体験的に学ぶ。
基本的なソケット通信やMakeファイルの作成を体験的に学ぶ。
ブラウザ上で動く、JavaScriptやアプレットの製作を通してこれらの
作成方法を体験的に学ぶ。
サーバー上で動く、CGI・SSIやPHPの製作を通して、これらの作成
方法を体験的に学ぶ。
SQLデータベースの基本操作から、PHP等を介したアクセスの方法を
体験的に学ぶ。
XMLの基本文法や実現手段に関して体験的に学んでゆく。
Java言語で基本的なプログラミングが出来るように文法と手法を体験的に学ぶ。
Java言語を使用して、サーバーサイドJava技術でのプログラミングを
体験的に学ぶ。
「.com Master★／★★」の受験対策を行う。
「.com Master★★」、情報セキュリティアドミニストレータ（午前）の
受験対策を行う。
情報セキュリティアドミニストレータ（午前、午後）の受験対策を行う。
声を出すこと聞くことから始まり、英会話に慣れるようにする。
基本的な日常生活で、コミュニケーションを取れるようにする。
簡単な文章を読む力を身に付ける。
IT関連の英文ドキュメントを読む力を身に付ける。
サーバーに関するセキュリティ対策の研究を行う。
ネットワークに関するセキュリティ対策の研究を行う。
企業内の運用ポリシーやソーシャルエンジニアリング対策の研究を行う。
インターンシップによる企業研修へ参加する。
専攻分野の研究を実施する前段階として、各分野の専門知識を自ら学ぶ。
学習、生活、就職活動など、学生と担任のコミュニケーションを図る。
サーバーセキュリティ、ネットワークセキュリティ、運用セキュリティ、
インターンシップⅡから1つを選択。
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科　　目 科　目　内　容
コミュニケーションリテラシー
ウエルネスリテラシー
ネットワークリテラシー
セキュリティ概論
セキュリティエッセンシャル
不正アクセス対策

暗号・認証技術
ウィルスの原理と対策
セキュリティ対策実習

セキュリティポリシー

PKI・電子署名
アンチウィルス
コーポレイトエディション
クランアント
ファイヤーウォール
ネットワークセキュリティ
ネットワーキング Ⅰ

ネットワーキング Ⅱ
ネットワーキング Ⅲ

インターネット概論

ネットワーク概論

ネットワーク実習

TCP/IP Ⅰ
ネットワーク設計 Ⅰ

ネットワーク設計 Ⅱ

コンピュータ概論

OS入門

UNIX Ⅰ
UNIX Ⅱ
サーバー構築 Ⅰ
サーバー構築 Ⅱ
パソコン構築実習
PCアーキテクチャ
システム開発
経営工学
Windowsセキュリティ

Windowsネットワーク
アルゴリズム
C言語
暗号プログラミング
ソケットプログラミング
ネットワークプログラム Ⅰ

ネットワークプログラム Ⅱ

データベース

XML
Java Ⅰ
Java Ⅱ

資格対策 Ⅰ
資格対策 Ⅱ

資格対策 Ⅲ
English conversation Ⅰ
English conversation Ⅱ
English reading Ⅰ
English reading Ⅱ
セキュリティゼミ Ⅰ
セキュリティゼミ Ⅱ
セキュリティゼミ Ⅲ
インターンシップ Ⅰ
研究ゼミ
ホームルーム
専攻分野

リテラシー

ベリサイン認定プログラム

セキュリティ

シマンテック
認定プログラム

ネットワーク

Windows
システム

ネットワーク
プログラム

C言語

資格対策

セキュリティ
ゼ　ミ

英　語

シスコ
認定プログラム

コンピュータ

科目群
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ここで学んでいくうちに、ネットワーク社会
の利便性と危険性が、表裏一体であることが
よく分かりました。ウイルスもハッキングも、
ちょっとした知識があればやり放題というの
が現状です。こういった不正に対する注意は
喚起されていますが、その被害が相次いでい
るのは、まだ認識に欠ける面が多いからに違
いありません。
それに、ウイルスを配信する人やハッカー
は、それを防御するセキュリティ側と対決し
て、自分の高度な知識や技術を試しているふ
しもある。セキュリティ側は、それ以上に高
度でなければなりません。
そういったことを理解した上で授業に臨む
と、これがとても面白いんですよ。最新のセ
キュリティ技術やその考え方は、ネットワー
ク技術の最先端といってもいいのではないで
しょうか。
また、シスコ社やシマンテック社のアカデ
ミープログラムも魅力ですね。学校内ばかり
でなく、インターネットを利用して自宅から
もアクセスできるので、時と場所を選ぶこと
なく、自由に勉強できます。パソコンをいじ
ることで身につけてきた私の技能が、学校の
授業やベンダー企業の教育プログラムによっ
て、きちんと整理されていくことを実感して
います。
ここで身につけた知識と技術は、たとえば
プロバイダなどのネットワーク業界で有効な
のはもちろんですが、そればかりではないと
思います。いまやインターネットは、業界を
超えたビジネスツールですからね。
私は、専門家が集まるIT業界よりも、セキ
ュリティの重要性に気づいた一般企業で、不
正アクセスや不正流出から情報を守る、そん
な職務に携わりたいと思っています。
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大橋 友美さん
（埼玉県立坂戸高校出身）
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入学前からパソコン操作には馴染んでいま
した。自由に使えるパソコンが自宅にあった
ので、使っているうちに覚えたという感じで
すね。もちろん、まったくの独学です。高校
を卒業したら、きちんとした知識を得るため
に、専門学校のⅠT系の学科に進学しようと
決めていました。
ネットワークセキュリティ科に決めたの

は、セキュリティの大切さを身をもって痛感
したからです。
当時から、メールの受信は毎日の日課でし
た。届いたメールを開き、添付してあるファ
イルを何気なくクリックしたのもいつものこ
と。それが……ウィルスでした。
もう、パニックです。コンピュータウィル
スが存在することは知っていました。けれど、
私がその被害に遭うなんて思ってもいなかっ
た。私の場合は、趣味で使っていたパソコン
の被害でしたが、これがもし、情報をあつか
う企業だったら大変なことです。どんどん進
化するウィルスや不正アクセスの対策に苦慮
する企業は、少なくないことでしょう。
ウィルスの被害に遭ってからというもの、
セキュリティに対する関心が高まったのか、
個人情報保護法や、情報の不正流出を伝える
報道がとても気になるようになりました。
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セキュリティの専門知識と技能を身につ

け、ウィルスやワームを配信して喜んだり、
秘匿情報を持ち出してお金儲けをしようとす
る困った人たちをやっつけてやろう！　そう
思ってネットワークセキュリティ科に入学。


